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藍藻類属名検索表

梅崎 勇後

1. UMEZAKI: Key to the genera of Cyanophyta 

藍藻類の命名の出発点は国際植物命名規約によれば(第3章第3節第22

条)，連鎖体目のネンジュモ亜日 [BORNET& FLAHAULTο886， p. 325)のNo-

stocacees heterocyst白s]はBoRNET& FLAHAULT (Revision des Nostocacees 

heterocystees， Ann. Sci. Nat. Bot.， VII， 3 : 323-381， 1886; 4 : 343-373， 1886; 

5: 51-129， 1887; 7: 177-262， 1888)に，ユレモ亜目[Bom恒 T& FLAHAULT 

(1886， p. 325)の Nostocaceeshomocystees]は GOl¥回NT(Monographie des 

Oscillariees， Ann. Sci. Nat. Bot.， VII， 15 : 263-368， 1892 ; 16 : 91-264， 1892) 

に，小球体目は LINNAEUS(Species Plantarum， 1st ed.， 1 May 1753)に基づく

乙とになっている。

小球体自の分類は LINNAEUS以後，多数の種類が発表され，極めて複雑

になり，混乱した状態にあった。それで， DESlKACHARY (Cyanophyta， 1959， 

p.84)は LEMMERMANN(Algen 1 in Kryptogamenfl. d. Mark Brandenburg， 

1910)の分類を， その命名出発点とする乙とを提案した。 ところが最近，

DROUET & DAIL Y (Revision of the coccoid Myxophyce民 ButlerUniv. Bot. 

Stud. 12 : 1-218， 1956)は莫大なる数lζ上る，それら基準標本を再検討した分
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梅崎: 藍藻類属名検索表 π 

類研究を発表した。乙乙において，乙の自に関しては， DROUET & DAILYの

分類に従うのは，最も妥当である。

藍藻類は，細胞分裂中鞘物質によって互いに完全に分離される球形細胞

をもっ群と，細胞聞は互いに直接接着し，細胞膜によってのみ仕切られてい

る糸状をなす群とに分類される (DROUET，Cyanophyta in SMITH， Manual of 

Phycology， 1951， p.160)。乙乙では， DROUETの定義に従い，藍藻類を2群

に区別し，前者を小球体目 (Chroococcales)，後者を連鎖体目 (Oscillatoriales)

として 2自に分類した。

Bo恥司I::T& FLAHAULT (1886， p. 325)は，連鎖体目を2群lと分類し，下記
の如く定義した。即ち， トリコームの全細胞が同じ機能をもち，無限に分裂

する能力をもっ群 (Nostocaceeshomocystees)と，或細胞が異質細胞か，ま

たは毛状体に発達し， それらは引続いて分裂をなさない群 (Nostocacees 

heterocystees)である。乙乙では，連鎖体目を2亜日i乙分類し，前者をユレモ

亜目 (Oscillatorineae)，後者をネンジュモE目(Nostochineae)とした (SMITH，

Fresh-Water Algae of the United States， 2nd ed.， 1950， p. 573，581; UMEZA-

KI， The marine blue-green algae of Japan， Mem. Coll. Agr.， Kyoto Univ.， 

vol. 83， p. 22， 76， 1961)。

上述の如しととでは，藍藻類を2自に分類し，小球体目は DROUET&

DAILY (1956)の;連鎖体目のうち，ユレモ亜目はGoMONT(1892)の，ネンジ

ユモ車目はBo悶目、&FLAHAULT (1886-'8紛の分類l乙従った。

藍藻植物門 (Cyanophyta) 

藍藻類 (Cyanophyceae)

藍藻類は地球上の全地域に，広く分布する。その植物体の多くは，藍色

で，顕微鏡的大きさ，または粘質の団塊である。体構造は簡単で，球形の単

細胞または 1列細胞よりなるか，またはその変形したものである。クロロフ

イJレa，fJ-カロチン，ミキソキサンチン，ミキソキサントフイ JV，およびフイ

コピリンの類として c-フイコシアニン c-フィコエリトリン等の色素をも

っ。それら色素は，一定の色素体内に存在する乙となく，細胞の周辺部に拡

散している。光合成によって，藍藻澱粉がつくられる。分化した核をもたな

し核膜および仁をもたない。細胞分裂は櫨れる乙とによって起る。鞭毛を

もっ生殖細胞がなく，有性生殖は知られていない。主として，植物体の切断

によって，無性的に繁殖する。ある種類は他の植物と共生し，またある種類
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官 藻類第11巻第2号昭和38年8月

は空中窒索を固定する。

属の検索

1 a 植物体は単細胞，または多細胞，粘鞘内に規則的に，または不規則iζ

配列する，多くは球形細胞よりなる;細胞は分裂中に鞘物質によって

互いに完全に分離される;繁殖は植物体の切断，または内生胞子によ

るH ・H ・小球体目 (Chroococcales)…・ H ・H ・..… H ・H ・...・ H ・H ・.....・ H ・-….2 

1b 植物体は多細胞にして糸状 1列または数列の細胞(トリコ戸ム)，ま

たはそれより分泌された鞘で包まれた糸状体よりなる;細胞聞は互い

に直接接着し，細胞膜によってのみ仕切られる;トリコ F ムのある細

胞はときどき異質細臨，または胞子に変成し，または毛状体に発達す

る;繁殖は連鎖体，または胞子による……連鎖体目 (Oscillatoriales)

・・・・・10

2 a(1) 植物体は大凡同じ大きさの，細胞よりなる;細胞は等大の2娘細胞

に分割される;繁殖は植物体の切断による H ・H ・クロオコックス科

(Chroococcaceae) ..・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・..… 4

2b 少なくとも植物体の基部の細胞は，不等大の娘細胞に分割される… 3

3 a(2) 植物体は種々な底質上lζ着生し，またはその内部に穿入する。最初

は単細胞である;細胞は分裂して放射状に配列する座蒲団状植物体に

なる。その基部の細胞はしばしばその底質内へ穿入し糸状となる;繁

殖は主として内生胞子，および植物体の切断による…...・H ・..カマエシ

フォン科 (Chamaesiphonaceae)ーエントフィサリス属 (Entophysalis)

3b 植物体は常に単独にしてその基部で水生植物上に着生する。最初は単

細胞で，その鞘内でおのおの分裂し 1列細胞となる;繁殖は植物体の

粘鞘が水溶化し，内部の各細胞が分散するととによる……クラスチジ

ユ戸ム科 (Clastidiaceae)・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・...… H ・H ・......・ H ・..9 

4 a(2) 細胞は分裂前は卵円形または円筒形で，その幅より長い。長軸lζ直

角なる面で分割される H ・H ・...・H ・.....コッコクロリス属 (Coccochloris)

4b 細胞は分裂前は球形，卵円形，円筒形，または洋梨形で，長軸に直角

なる面で分割されるととはない…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・...5

5 a(4) 細胞は互いに直角化走る 3面で分割される…...・H ・..…...・H ・...

アイアオコ属 (Anacystis)

5b 細胞は互いに直角に走る 1または2面で分割される・ H ・H ・.....・ H ・..… 6
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6 a(5) 植物体は 1列細胞よりなり，糸状である;細胞は 1面で分割される

...・H ・..…アイリボン属(ゐhannesbapti・'stia)

6b 植物体は属平または曲った板状，または球形である;細胞は互いに直

角なる 2面で分割される H ・H ・...・H ・.....・H ・....・ H ・...… H ・H ・...・ H ・..…… 7

7 a(6) 植物体は球形または卵円形である・ H ・H ・..…・・

・アイノタマ属 (Gomphosphaer匂)

7b 植物体は扇平または曲った板状である・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・ H ・H ・..8

8 a(7) 細胞は球形，卵円形，または円筒形で，規則的に互いに組合わされ

た列をなして配列する・ H ・H ・.....・ H ・..…アイノゴノメ属 (Agmenellum)

8b 細胞は卵円形または円筒形で，不規則に配列する…… H ・H ・...・ H ・-

ミクロクロキス属 (Microcrocis)

9 a(3) 植物体の頂部にその鞘が伸長して出来た毛状体をもっ・ H ・H ・.....・ H ・..

・・クラスチジユ F ム属 (Clastidium)

9b 植物体の頂部は丸い・ H ・H ・..…...・ H ・-・スチコシフォン属 (Stichosiphon)

10 a(1) トリコームは 1列細胞よりなり，分岐しない;トリコームの全細胞

はほぼ同じ形または同じ機能をもち，また同じ分裂能力をもち続ける。

それらは毛状細胞または異質細胞に発達する乙とがない;繁殖は連鎖

体による……ユレモE目(Oscillatorineae)ーユレモ科(Oscillatoriaceae)

・・・11

10 b トリコームは1列または多列細胞よりなり，分岐しまたは分岐しな

い;トリコームのある細胞はときどき毛状細胞，または異質細胞に発

達する。しかしそれらはそれ以後の発達を停止する。またある細胞は

臨子に発達する;繁殖は連鎖体または胞子による……ネンジュモ亜日

(Nostochineae) ...・ H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..25

11 a(10)トリコ F ムは鞘によって包まれ，鞘中iζ2個以上 (Porphyrosiphon

を除く)存在する;鞘は多くの種類では有色である……多糸鞘連

(Vaginarieae) .・…・......…-…・...・ H ・..・…・・・…・・...・ H ・H ・H ・...・ H ・-…・・・…12

11b トリコームは鞘で包まれるか，その鞘の一部または全部が完全に水溶

化しているか，または全然鞘をもたない;鞘のある場合は常に 1個の

トリコ F ムをもっ;鞘の多くは無色である……単糸鞘連 (Lyngbyeae)

・・・・・・・・18

12 a(ll)トリコ戸ムは鞘中!C:1-数個， 稀にそれより多く，多少互いにゆる
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く存在する;鞘は多くの種類では有色で，ときどき層状をなす……13

12 b トリコ戸ムは鞘中lζ多数存在し，多くは密に集合する;鞘は常に無色

層状をなさない…………...・ H ・..……...・ H ・..……………………………16

13 a(12)鞘は堅く， 層状をなす;トリコ戸ムは鞘中に 1-数個存在する…14

13 b 鞘は一般に粘質，ときどき水溶化する;トリコームは鞘中に数個，ま

たはそれ以上存在する・H ・H ・..…………………………...・H ・..…………15

14 a(13)トリコ戸ムは鞘中に 1個，稀l乙2個存在する;糸状体は分岐しない

….....・H ・...・H ・-ムラサキクダモ属 (P01アhyros争hon)

14 b トリコ戸ムは鞘Iゃに，その頂部を除き数個存在する;糸状体は分岐す

る…………………...・ H ・..…...・ H ・..… エダウチクダモ属 (Schizothrix)

15 a(13)鞘は広く，極めて粘質lとして水溶化することがある，無色または暗

黄色である;トリコ戸ムは鞘中l乙極めてゆるく存在する・・

・フトサヤ属 (Dasygloea)

15 b 鞘は狭く，または多少広い，やや粘質，無色，ときどき水溶化する;

トリコ戸ムは鞘中にゆるく存在する…・オオナワモ属(均，droco仇 m)
16 a(12)植物体は球形である;トリコ戸ムは鞘中で不規則lζ屈曲し，互いに

ゆるく不規則に存在する…...・H ・..……………ヨネダモ属(Yonedaella) 

16 b 植物体は糸状である;トリコ戸ムは真直ぐで，鞘中に密に存在する…

・・・・17

17 a(16)糸状体は偽2叉状に分岐する;鞘は堅く，水溶化する乙とがない…

…...・H ・..…エダウチナワモ属 (Sirocol，側 m)

17 b 糸状体は分岐することなく，または僅かに分岐する;鞘は多少粘質，

しばしば水溶化する…...・ H ・..…...・ H ・..…… コナワモ属 (Microcoleus)

18 a(l1)糸状休は単一，または偽分岐をなす;鞘は竪く，普通は無色，稀lと

褐色lとなる;トリコームの端部は真直ぐか，または螺旋状をなす……

クダモ亜連 (Lyngbyinae)....・H ・-… H ・H ・...・H ・..…・…・・…・…..……-…..19

18 b 糸状休は単一にして，分岐する乙とはない;鞘は薄く，常に無色，稀

lζ有色，粘質，または多少水溶化する，多くの種類では鞘をもたない

か，または明らかでない;トリコームは真直ぐか，端部で曲り，また

は全長にわたって螺旋状lζ捲れる……ユレモ亜連(Oscillarinae)……21

19 a(18)糸状体はよく偽分岐をなし，普通対分岐をなす………

・・プレクトネマ属 (Plectonema)
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19 b 糸状体は偽分岐をなす乙となく， または僅かに分岐 し，普通単分l肢を

なす・・・・・・・・.. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • .・田a・・・・・・・..........・・・・・.20

20 a(19)糸状体は単独か，羊毛状，フエノレ卜状， または芝生状植物体を形成

する 一…-一…ー・・・・…一回a・・…・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ クダモ属 (Lyngbyα)

20 b 糸状体は束状に集合し， しば しば分岐する植物体を形成する，その基

部は筒旬し，上部は直立する………・・・・・・… タパクダモ属 (Symploca)

21 a(18) トリコ ームは薄い鞘をもつか，その一部または全部が水溶化してい

る・・・・田・・・ ー…- ・・・・・・・・・……・・・…… ナガレク ダモ属 (Phonnidium)

21 b トリコームは鞘をもたないか，またはそれは明らかでない… ......22 

22 a(21)トリコ ームは真直ぐか，またはその端部が不規則に螺旋状lζ曲る一

...23 

22 b トリコームは全長を通じて，ゆるく または密lζ螺旋状lζ捲れる・一...24

23 a(22)トリ コー ムは束状またはイガ栗状に集会して， 自由lζ浮遊する ・・・ー

アイアカシオ属 (Skujaellα)

23 b トリコームは来状またはイガ栗状に集合するととがない…….....

ユレモ属 (05κCαiUμαtω07η画1ゴZ，βα

24 a(ρ22幻) 卜リコ {ムの隔壁は明らかである.一….一. フシラセンモ属 (Arthr05Pira)

24 b トリコ ームの隔壁は明らかでない・ ・・…… ラセンモ属(5;ρirulinα)

25 a(10)トリ コームは分岐をなさない・・・…ネンジュモ科 (Nostocaceae)ーー28

25 b トリコームは普通分岐をなす ……・・・・一一・・・・…・・・一-…・ ・… ..26 

26 a(25)植物体は情j包]系と直立系の異形椛迭をなす;糸状体は主として真分

岐をなす・..ースチゴネマ科 (Stigonematacea巴)……・・一一 …......48 

26 b 植物体は異形構造をなさない ，糸状体は偽分岐をなす…ー・……ー・・・・27

27 a(26)トリ コー ムは全長にわたって同径か，または頂部で僅かに細く なる

が，毛状体lζ終る ζとはない……スキトネマ科 (Scytonemataceae)

....38 

27 b トリ コームは基部から頂部へ，または中部から両端へ細くなり，毛状

体lζ終る・・・ー・ ヒグモ科 (Rivulariac巴ae) … 一一・… ・ー・ ・…......42

28 a(25)トリコ ームは鞘をもたないか，存在しでも多くは水溶化している-

・・・・・・・・29

28 b トリ コー ムは明らかなる鞘をもっ・・・………・・・・・・…・・・…・・・・・・……・・・・・・36

29 a(28)植物体は普通珪藻細胞中に内生する………… リケリア属 (Richelia)
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29 b 植物体は珪藻細胞中に内生するととがないH ・H ・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..30

30 a(29)異質細胞をもたないか，稀にそれをもっ;トリコームの端部は刺状

に尖る・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・...トゲアナベナ属 (Raphidiopsis)

30 b 異質細胞を常にもつ;トリコームの端部は細くなることなく，または

ときどき細くなるが，決して刺状に尖ることはない…………………31

31 a(30)異質細胞は常に対をなす……H ・H ・ニセアナベナ属 (Anabaenoρsis)

31 b 異質細胞は常に l個か，または 2個以上連接するが対をなすことがな
・・・32

32 a(31)異質細胞は常に端部で，それに隣接して大きい胞子をもっ・ H ・H ・-

アイノツリガネ属 (Cylindrospermum)

32 b 異質細胞は稀lζ端部で，一般に介在する……...・H ・..…...・H ・..………33

33 a(32)トリコ F ムの端部細胞は細長くなり尖る……・

アファニゾメノン属 (Aphanizomenon)

33 b トリコ戸ムの端部細胞は細くなる乙とがない…………………………34

34 a(33)トリコ戸ムは単独，または不定粘鞘中lζ集まる………………………

...・H ・アナベナ属 (Anabaena)

34 b トリコームは一般に一定の大きい粘質体内に存在する…...・H ・..……35

35 a(34)植物体は指状で，最初は着生する;糸状体は互いに平行に並ぶ……

フクロアナベナ属 (Wollea)

35 b 植物体は他の形をなす;糸状体は互いに不規則に錯綜する・H ・H ・..……

………ネンジュモ属 (Nostoc)

36 a(28)鞘中に数個のトリコ戸ムをもっ……ヒドロコリネ属 (Hydrocoryne)

36 b 鞘中に1個のトリコームをもっ………...・ H ・..…………...・ H ・..………37

37 a(36)植物体は単独の糸状休または僅かに集合した粘質塊である……・

・ノズラリア属 (Nodularia)

37 b 植物体は多数の糸状体が集合した粘質の束状または層状である H ・H ・-

タダレノリ属 (Hormothamnionl

38 a(27)植物体の全栄養細胞が最後には厚膜の胞子に変成する…

・・アウロシーラ属 (Aulosira)

38 b 胞子がないか，または植物体の栄養細胞の一部が胞子になる………39

39 a(38)トリコ戸ムが共通の鞘中lζ数個存在する;糸状体の上部は偽2叉状
l乙分岐する…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.. デスモネマ属 (Desmonema)
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39 b トリコームは鞘中lζ1個存在する…・…....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・....・ H ・..…40

40 a(39)偽分岐の多くは対をなす… H ・H ・.....・ H ・-・・スキトネマ属 (Scytonema)

40 b 偽分岐は単一である(異質細胞の隣から発出する)か，または分岐をな

さない……………………………………………………H ・H ・……………41

41 a(40)糸状体は長く，繰り返し偽分岐をなし，分岐した校はそれより離れ

ず永存する……...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..トリポスリックス属 (Tolypothrix) 

41 b 糸状体は短く，分岐した枝はそれより離れて独立する...・H ・..…...・H ・..

フレミモ属 (Fremyella)

42 a(2η 植物体は基部の多細胞層と，それより直立する上部の糸状体とに分

化している;異質細胞をもたない…ダイツキヒグモ属 (Amphithri.x)

42 b 植物体は上のような異形構造をなさない;異質細胞を常にもつ(ただ

し，Calothrix julianaを除く)………………………...・ H ・H ・H ・..……43

43 a 植物体は単独の糸状体か，または糸状体が共通の鞘中に集合して 2

叉状または散房状lζ分岐をなす・・・・・・・・ H ・H ・..・・・・・…・・・……・…・・… H ・H ・44

43 b 植物体は扇平皮革状，円形または半円形である...・ H ・..…...・ H ・H ・H ・..46

44 a(43)糸状体は単一，または僅かに偽分岐をなす;分岐した糸状体はおの

おの分離している...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..イトヒグモ属 (Calothrix)

44 b 糸状体は繰り返し偽分岐をなし，共通の鞘中lと包まれる……...・H ・..45

45 a(44)糸状体の基部のみ共通の鞘中にゆるく集合して包まれ，その数は少

ない………...・ H ・..………...・ H ・..…...・ H ・..…エダヒゲモ属 (Dichothrix)

45 b 全部の糸状体が共通の鞘中l乙密l乙集合して包まれる…

オオヒグソウ属 (Gardnerula)

46 a(43)植物体は扇平皮革状に広がる;糸状体は互いに平行に密に直立する

日イワノアヂ属 (Isactis)

46 b 植物体は半円形または球形である;糸状体は放射状に配列する……47

47 a(46)胞子がしばしば形成される…・H ・H ・..…タマヒゲモ属 (Gloeotrichia)

47 b 胞子が形成されない……………………………… ヒゲモ属 (Rivularia)

48 a(26)異質細胞をもたない H ・H ・...・ H ・H ・H ・..ロエフグレニア属 (L四危renia)

48 b 異質細胞をもっ………...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……………...・ H ・..……49

49 a(48)鞘は明瞭で堅い...・ H ・..……...・ H ・..…...・ H ・..………...・ H ・..…………50

49 b 鞘は互いに融合して粘質不定形の団塊，または堅い周平の植物体を形

成する….....・H ・...……..........・H ・-……….........………・・…・……・…..55
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50 a(49)糸状体は真直ぐに互いに平行に成長して，枕状植物体を形成する;

糸状体は 1列細胞よりなるトリコ戸ムをもっ…

…...・H ・.....・H ・... カプソシラ属 (Capsosira)

50b 糸状体は単独または互いに錯綜するが，枕状植物体を形成する乙とは

ない;糸状体は1列または数列細臨のトリコ戸ムをもっ・H ・H ・..……51

51 a(50)トリコ戸ムは一様に1列細胞よりなる H ・H ・...・H ・.......・H ・...・H ・..…54

51 b 多くの糸状体のトリコ戸ムは2列以上の細胞よりなる H ・H ・…...・H ・..54

52 a(51)異質細胞は端部または側部である;糸状体の端部はときどき毛状体

に終る;植物体は普通軟体動物の貝殻中iζ穿入する・H ・H ・..…...・H ・..…

カイツキアイモ属 (Mastigocoleus)

52b 異質細胞は介在する;糸状体の端部は毛状体に終るととはないH ・H ・53

53 a(52)糸状体は y-分岐をなす;植物体は普通温泉水中に生育する・H ・H ・..

...・H ・イデユアイミドリ属 (Mastigocladus)

53 b 糸状体は y-分岐をなさない;植物体は主として淡水中lζ，または温

泉水中lζ生育する H ・H ・...・H ・....・H ・ハパロシフォン属 (Hapalosiphon)

54 a(51)異質細胞は一般に側部，ときどき介在する;小枝は主枝の全面から

発出し，ほぽ主枝と同径である。ときどき小枝の先端に連鎖体を生ず

る・H ・H ・....・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・......・H ・-スチゴネマ属 (St信'onema)

54 b 異質細胞は介在，または側部に形成される;小枝は主枝に属生し，主

枝より細く，真直ぐである;小枝の頂部に連鎖体を生ずる…H ・H ・...

・フイッシヤ戸アイミドリ属 (Fischerella)

55 a(49)異質細胞は主として側部に形成され，短柄をもっ;トリコ戸ムの端

部は毛状体に終るととはない...・H ・.. ニセネンジュモ属 (Nostocopsis)

55 b 異質細胞は介在する;トリコ F ムの端部は毛状体に終る…...・H ・..…56

56 a(55)成熟した植物体は軟骨質中空である;糸状体はスキトネマ状， y-分

岐，または側部分岐をなす;鞘は一般に水溶化している・H ・H ・.....・H ・.. 

...・H ・...アイミドリ属 (Brachytrichia)

56 b 植物体は常に堅固にして肩平である;糸状体は Vー分岐をなす;鞘は

明らかである・H ・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.. イワソメアイモ属 (Kyrtuthrix)

稿を終るに際し，本研究l乙対し有益なる御助言をして下された米国勇一

先生に謝意を表します。
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